
生命現象の特徴として自発的なダイナミズムの発生が挙げられますが、人工的な化学系においても、平衡から遠

く離れた条件下では同様なダイナミズムが発生します。化粧料は、その使用時に様々な平衡から遠く離れた条件に

晒されるので、そこで発生するダイナミズムを制御する技術は極めて重要であるかもしれません。本日、このブース

では、以下の３現象に関わる研究を紹介しております。

マランゴニ収縮：相溶性の２溶媒を混合した溶液の揮発時における自発的な高接触角液滴の生成

ヴィスコスフィンガリング： 移動する界面における形状ゆらぎの成長によるフィンガー構造の発生

スピノーダルディウェッティング： 液体が固体基板を濡らすことができなくなった際の空間周期的な孔の発生
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化学系における自発的なダイナミズム
の発生とコスメティック技術
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サンスクリーン塗布乾燥時におけ
る紫外線散乱剤の空間不均一性
の発生、ファンデーションの色別れ
などの原因となるマランゴニ収縮

サンスクリーン剤の in	  vitro	  
性能評価に影響を与える
ヴィスコスフィンガリング

サンスクリーン塗布表面を
高撥水性にする場合がある
スピノーダルディウェッティング

平衡から遠く離れた条件下での自発的な
ダイナミズムの発生としてのマランゴニ収縮
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